
平成２８年度　          鹿島市立東部中学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）

具体的方策
成果と課題

(左記の理由）
具体的な改善策・向上策

学校関係者評価委員
の評価（A～Dで記入）

意見や提言など

・学校情報の発信
・学校の公開
・学校評価の実施

・学級だより、保健だより、図書館だより、学年だ
より、学校だより等を発行して、学校の様々な情
報を発信する。
・学校行事などは早めに案内をし、携帯メールを
利用した呼びかけを実施する。
・保護者が行事に参加しやすい日程を考慮する。
・開かれた学校づくり委員会等を開催して情報を
公開し、評価の適正化を図る。

・授業参観を含めた保護者参加行事への参加率は４
割程度で、目標を概ね達成できている。評価アンケー
トでは「参加しやすい」という回答が８６．３％となって
おり過去３年間のデータと比べると向上している。
・情報発信については、学校便り、学年便り、学級便り
は、定期的に発行したが、ホームページの更新が十分
ではなかった。メール配信については有効に活用する
ことができた。
・地域から情報を得る活動においては、今後積極的な
取組が必要である。

・学校行事への参加がしやすい雰囲気づくりを
さらに推進し、情報発信の手立てとしてメール
配信を有効に活用する。また、機会あるごとに
保護者の参加が生徒指導上効果的であること
を伝え、参加率の向上を目指す。
・情報発信については更に工夫をしていく。
・ＰＴＡ挨拶運動を継続し、保護者参加型の学
校づくりを目指す。。
・児童民生委員会や開かれた学校づくり委員
会などで積極的に学校情報を公開する。

Ｂ

・全学年での保護者面談を継
続することで、全保護者が学
校へ足を運ぶ機会を確保す
る。
・日頃から保護者との連携を密
にし、しっかりと情報を共有す
ることが大切である。

・各学校との交流及び連携

・小・中連携により、地域団体との連携強化を深
める。さらに、地域行事への積極的な参加や協力
を推進し交流の充実を図る。
・日曜参観等の同時開催を含め、市内中学校とし
て学校行事や部活動を通しての交流や連携を図
る。

・地区内３小学校との連携については、児童生徒の活
用力向上研究指定事業を受けて２年間取り組んでき
た。児童生徒の情報を共有し、授業づくり部会・学びの
集団づくり部会・学びの環境部会の３部会において小
中連携を図ることができた。
・地域行事への参加についても啓発することができ
た。
・市内の中学校として、日曜参観を同一日に開催する
ことができた。

・小中連携については、２年間の取組を基盤と
して継続的に推進し、児童生徒の情報を共有
できる体制をづくりを行う。
・地域行事への参加については、一部の生徒
にとどまらず、幅広く推進する。
・市内中学校との、連絡を密にし日曜参観等
の行事を同一日に開催する

・地域行事への参加は、積極
的に啓発をしてほしい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）

具体的方策
成果と課題

(左記の理由）
具体的な改善策・向上策

学校関係者評価委員
の評価（A～Dで記入）

意見や提言など

・指導方法の改善・充実を図る

・TTや少人数授業の充実を図る。
・表現活動や活用力を取り入れた授業の充実を
図る。
・授業研究会を計画的に実施する。
・各学年で長期休業中や放課後学習の内容を検
討し実施する。
・小中連携で学力向上を研究する。（活用力）

・８４．１％の生徒が、「授業が分かる」と答えており目
標を達することができた。
・全学年で実施した夏季休業中の補充学習について
数学、英語共に７割以上の生徒が意欲的に取り組め
た。
・３年生の放課後学習会でも参加者の７割以上が意欲
的に取り組めた。
・全体的に目標を達成することができた。

・活用力向上事業で取組んだ２年間の研究内
容を各部会毎に継続させる内容と新規に取組
む内容を検討し、学習習慣や学習規律のさら
なる充実を図る。
・授業改善に努め「めあて」「まとめ」「振り返り」
の時間を明示することと、小集団による話し合
い活動を効果的に位置づけて基礎・基本の定
着と活用力の向上にせまる。

Ａ

・授業参観をした際、わかりや
すく楽しい授業を見ることがで
きた。また、校内研究の中で授
業づくりや、補充学習が計画的
に行われていると感じた．

・家庭での学習習慣の確立

・伝えるノートを保護者と教師が共有し、生徒の
生活習慣の確立を図る。さらに、家庭との連携の
中で、家庭学習の習慣づけを図る。

・小中連携で家庭学習習慣についての研究を進
める。

・74.8％の生徒が「毎日自主学習取り組んでいる」と答
えているが、１年生の取組が遅れ、２５・２６年度の数
値には届いていない。
・家庭学習の時間は、生徒アンケートで１時間以上の
ものが８０．９％で、目標を達成している。
・宿題についても、全学年で８割程度の提出率があ
る。

・今年度改定した「家庭学習ガイド」を効果的
に活用し、年度当初に全学年を対象とした家
庭学習への取り組みに向けたガイダンスを実
施する。また、「伝えるノート」の取り組みを継
続し、学級担任と教科担任の連携を強化する
ことで、主体的に家庭学習に取り組む生徒を
育成していく。

・アンケート結果から家庭学習
に取り組んでいる実態が見て
取れるが、学力向上との相関
関係はどうなんだろうか。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）

具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策
学校関係者評価委員
の評価（A～Dで記入）

意見や提言など

教育活
動

●心の教育

・道徳教育の充実
・人権意識の高揚
・ボランティア体験活動を通した
思いやりの心、共に生きる心の
育成
・生徒指導の充実

・全担任が年に１回は、道徳の時間を公開する。
・生徒会を中心に校内外で、ボランティア活動を
企画し、体験活動や福祉教育の充実を図る。
・教育相談を実施し。
・Ｑ－Ｕテストを活用した学級づくり。
・差別やいじめを許さない思いやりのある学級つ
くり、支持的風土のある学級づくり。人権作文や
人権集会、標語への取組を充実させる。
・毎月、生活アンケートを実施し、生徒の問題の
早期発見につなげる。

・各々の取り組みについては、計画的に職員一丸と
なって取り組むことができた。生徒会を中心に行った
平和集会・人権集会、また、教育相談活動など心の教
育の面も推進することができた。生徒指導では、「学校
が楽しい」と答える生徒が８２．６％、また保護者の「子
供は学校が楽しいと言っている」８０．０％で、やや回
復傾向にあるものの、保護者からの評価には厳しい一
面もある。

・「私たちの道徳」のより効果的な活用方法に
ついて研修を深めていく。道徳の教科化に対
応するための研修も取り入れていきたい。
・ＱＵテストについては、研修を深め分析力を
向上させることでより良い集団づくりを図りた
い。
・性教育については、校内研究の一部に位置
づけ、関係機関と連携を図りながら、全学年を
通して系統的に推進していく体制づくりを図る。
・「いじめ防止基本方針」をさらに周知させ、い
じめが発生した場合の組織的な対応力を向上
させる。
・生徒指導を充実させ、生活規律や規範意識
の向上を図る指導体制を強化する。さらにＳＮ
Ｓ等の情報モラルや利用による問題点につい
ては、講演会等を実施し継続的に指導をして
いく。

Ｂ

・子ども同士のトラブルは、保
護者間のコミュニケーションで
解消されることもある。
・教師は、問題が発生した時だ
けではなく、日頃から保護者と
連携をとる必要があるのでは。
・子どもは親を見ており、教師
の悪口を言わないことが大切
であると思う。

、

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）

具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策
学校関係者評価委員
の評価（A～Dで記入）

意見や提言など

教育活
動

●健康・体つくり
・望ましい生活習慣の形成
・健康な体つくり
・食育指導の充実

・３年間を通した健康指導を充実させる。健康観
察や生活習慣調査等で、生活の実態を調べ、家
庭への啓発を図る。
・食育強化月間等に合わせ、学校全体で食育指
導を実践する。
・保護者との連携を深め、基本的な生活習慣を身
につけさせる。
・心・技・体の育成・充実を図るため、部活動への
取組を推進させる。

・早寝早起きに関しては、６７．９％と平年並みの数値
で、目標達成には至らなかった。夜更かし等で、生活
リズムを崩している生徒もいるので、家庭とも連携をし
て支援していく必要がある。
・テレビゲーム等に３時間費やす生徒は２割５分程度
に減少しているが、ＳＮＳ等の依存症の予備群を含め
今後も関係機関と連携した継続的な取り組みが必要
である。
・部活動を頑張っていると答えた生徒は９６．４％で、
人間関係等でうまくいかない場面もあるが、それぞれ
に頑張っている様子がうかがえる。

・ＳＮＳ等依存症にならないように、親子での適
切な使用についての学習を行うための講演会
を実施する。また、家庭への連絡や支援のあ
り方等について学校からの発信・啓発を工夫し
ていく必要がある。
・部活動については、年間の指導計画や月別
の活動予定を明確にし、生徒の体調管理を考
慮しながら実施し、健康阻害とならないように
配慮する手立てを構築する。

Ｂ

・ＳＮＳに対する指導は、保護
者と連携をして継続的に指導
をしていく必要がある。
・部活動は学校教育の延長で
あることを保護者に啓発する
必要があるのでは。勝利至上
主義的な考え方を持っている
保護者もいるので。
・文科系の部活動を増やせな
いのか。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）

具体的方策 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策
学校関係者評価委員
の評価（A～Dで記入）

意見や提言など

●教育の質の向上
に向けたICT利活用
教育の実施

・教職員のICT利活用に係るス
キルアップの向上を図る。

・研修会等へ積極的に参加する。
・授業研究でＩＣＴ機器を取り入れた研修会を実施
する。（全職員が機器を活用した授業を実践す
る）

・ＩＣＴ利活用学習については、生徒や保護者とも８割
以上が分かりやすいと答えており、一定の評価をして
いただいている。
・校内の授業研究会で積極的にＩＣＴ利活用を取り入
れ、職員相互の学び合い活用力を高めた。

・教職員のＩＣＴ利活用のスキルアップのための
研修会を実施し充実を図る。
・電子黒板のさらなる利活用を全教科で推進
するため、校内研究の授業づくり部会における
研究授業で活用促進の取り組みを計画し実践
する。

Ａ

・授業参観で、電子黒板を活用
した授業を拝見することができ
たのでよかった。

●いじめ問題への
対応

・いじめの未然防止に努め、早
期発見、早期対応を行う。
・組織的に対応する職員体制を
整える。

・毎月、生徒の生活アンケートを実施し、生徒の
状況を把握し、予防を含め早期発見につなげる。
・いじめの定義を再確認し、小さなことでも常に報
告・連絡・相談を繰り返し、情報を共有しながら、
判断から取組につなげ、生徒に安心、安全の環
境を作り上げる。

・いじめに対する取り組みについては、保護者の評価
が７割を切り、生徒指導を含め十分な信頼を得ている
とは言いがたい。
・職員のアンケートでは対応方法については理解して
いるとの回答が多く、今年度は、生徒指導主事を中心
に組織的な対応の強化を図った。しかし、加害者、被
害者の関係が難しいときなどは、指導に時間がかかっ
たり、説明が不十分で信頼を損ねた部分があった。

・いじめや生徒指導上の問題については、毎
月の生活アンケートや教育相談アンケートを定
期的に実施し、早期発見に努める。対応につ
いても組織的に行い、特に、初期対応につい
ては、迅速かつ丁寧に行うことを周知させる。
・信頼回復には時間がかかることを理解し、生
徒・保護者への的確な対応を積み上げていくこ
とを大切にする。

Ｂ

・保護者からの評価が厳しい
結果になっているのは残念だ。
対応の在り方として電話では
なく、直接家庭訪問をして理解
を求めることが大切である。

○教職員の資質向
上

・「めざす学校を支える教師像」
を目標として常に研鑽を重ね
る。

・服務規律の保持に努める。
・外部講師による研修会を実施する。
・校内研修会を充実する。
・講演会や研究発表会等へ主体的に参加する。
・研修会等へ参加しやすい校内体制をつくる。

・職員の接客や対応については保護者の満足度が、９
割を越えたが、教師への信頼については、保護者７
６．６％、生徒８７．４％で次年度への課題である。生
徒指導面において十分に保護者の信頼を得れていな
い部分があるので、予防的な指導と問題発生時の対
応について強化を図って行くことが必要である。

・来校者や保護者に対しては、丁寧な対応を
心がける。言葉遣いやスリッパの準備等、気配
り忘れない接客態度で不快な思いをさせない
配慮を行う。また、生徒に範を示す意味でも、
率先して挨拶を実践する教師集団への変容を
図る。
・保護者からの信頼を得るためには、お互いに
顔を突き合わせて話し合いができる場面を意
図的に作り出す工夫をする。

・先生と保護者の意思疎通を
少しでも高めるよう日頃から保
護者との連携を取ることが必
要なのではないだろうか。

○危機管理体制の
整備

・危機に際してすぐに機能する
「危機管理マニュアル」の定着。
・危機に対して、敏感で的確な
行動ができる体制整備。

・マニュアルについて理解・徹底を図る。
・関係機関との連携をとるとともに、各種訓練を
実施し、体験的な理解を図る。
・多くの情報を発信し、危機意識を高める。

・職員の危機管理対応の意識は高いが、「的確な対応
の仕方について理解している」は、８８．０％で次年度
に向けての課題である。
・生徒については、危機対応に関する情報を多岐にわ
たって伝達したので、少しづつ危機意識の高まり出て
きた。

・「危機管理マニュアル」のさらなる理解と徹底
を図り、的確な対応の仕方については研修会
を計画的に実践しその中で力量を高めていき
たい。
・体験的に危機管理を考える学習機会を設定
することで意識を高めていきたい。保護者・地
域の方々にも学校の実践を周知する方法を工
夫していきたい。

・自転車通学生のマナーもよく
なっている。しかし、登下校時
の交通安全指導については、
危ない箇所もあるので学校で
十分に指導を行って欲しい。

○掃除やあいさつ
の充実

・目指す学校像、「明るく元気な
学校」・「美しい学校」の実施
・無言掃除指導の徹底
・生徒、職員お互いに元気のよ
いあいさつを交わす

・生徒会やPTAとの連携を中心とした挨拶運動の
充実と教職員の指導体制を確立する。
・教職員、保護者ともに挨拶を交わしあうように呼
びかける。

・掃除や挨拶についての生徒アンケートでは９割を越
え、目標を達成することができた。掃除への取組も学
校全体として向上している。掃除や挨拶は社会人とし
ても必要な基本的生活習慣として身につかせるべきこ
とで、今後とも粘り強く指導をしてきたい。

・生徒指導の一助となる無言掃除の定着を図
ることで、生徒の意識改革を推進していきた
い。
・生徒によるあいさつ運動やＰＴＡによるあいさ
つ運動を通して、豊かな心を育んでいきたい。

Ａ

・生徒のあいさつについては、
地域でもよくやっていると思う。
前年度と比較すると大変良く
なったと思う。掃除の態度も参
観をしてみて、よくできていると
感じた。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

Ｂ

学校関係者評価委員会から

学校関係者評価委員会から

学校関係者評価委員会から

学校関係者評価委員会から

学校関係者評価委員会から

３　目標・評価

達成度

①

具体的目標

・学校教育活動にかかる情報発信に努める。

・HPの定期的な更新を行う。
・学校行事や授業参観への保護者の参加率
を４割以上にする。

Ａ

達成度

学校運
営

○開かれた学校づく
り

Ａ

Ｂ

・今年度は、前年度生徒指導上での問題行動対応に苦慮をした反省を踏まえ、年度当初より生徒指導の組織的な対応の在り方について周知し、職員一丸となって日々の教育実践に取組んだ。特に、集会時の姿勢・態度、大きな声での返事や挨拶のでき
る集団づくり、無言清掃の定着に力点を置き指導を行った。また、活用力向上推進事業研究の２年目として全職員で、授業づくり、学びの集団づくり、家庭連携に取り組んだ結果、一定の成果を得ることができた。学習指導と生徒指導の充実を推進すること
で、生徒が落ち着いて学校生活を送れる教育環境の醸成を図ることができた。
・次年度は、生徒指導と学習指導を両輪として捉え、全職員で共通理解のもと今年度の取組を継続しながら組織体としてさらなる強化を図っていきたい。

③

具体的目標

具体的目標

④たくましい心と体づくりの推進

具体的目標

Ｂ

・無言掃除をきちんとできていると答える生徒
が9割を超える。
・地域で元気なあいさつができているという生
徒が9割を超える。

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

Ｂ

達成度

達成度

Ｂ

②

具体的目標 達成度

・校区内３小学校との交流及び連携

・西部中学校との交流及び連携

・家庭学習時間が１時間以上の生徒が６割を
超える。
・家庭学習の指導助言を行い、宿題提出率を
７割以上にする。
・伝えるノートを活用し、望ましい学習習慣と
生活リズムを確立させる。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

・早寝早起きの習慣が出来る生徒が７割を超
える。
・朝食喫食率95％以上とする。
・家庭で、テレビを見たりゲームをする時間が
3時間以上ある生徒を1割以下にする。
・部活動をがんばっていると答える生徒が９割
を超える。

社会の変化に的確に対応するために、知・徳・体の調和
のとれた豊かな人間性と創意に満ちた生徒を育成する。

①特色ある学校づくり（開かれた学校づくりの推進）
②「学力」の育成（確かな学力づくりの推進）
③「心力」の育成（豊かな心づくりの充実）
④「体力」の育成（たくましい心と体づくりの推進）

教育活
動

●学力の向上

・｢わかる授業｣との生徒の評価を７割以上に
する。
・長期休業中においての補充学習を計画的に
実施し参加者の７割以上に満足させる。
・２学期からの３年生の放課後学習に指導者
をおき、参加者の７割以上に満足させる。

・全学級が、道徳の授業を、保護者に公開す
る。
・性教育を充実させ、講演会を実施する。
・校内外のボランティア活動への参加を促す。
・学校が楽しいと思う生徒が９割を超える。
・安心して学校生活が出来ると思う生徒が９
割を超える。

特定課
題

・全職員がＩＣＴ機器を活用した効果的な教科
指導を行うことができるようにする。

・職員のいじめ問題への対応や取組に対す
る、生徒評価、保護者評価で、８割以上の評
価を目指す。

・職員の接客や応対での保護者の満足度を９
割以上にする。
・教師への信頼している保護者を７割以上に
する。
・先生が生徒の気持ちがわかってくれると回
答する生徒が８割以上にする。

・学校で起こる危機に関して未然防止に努め
ている教職員が９割を超える。
・危機に直面した際に的確な対応ができると
思う割合が、職員８割、生徒７割を超える。

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である
Ｄ：不十分である


